
 

 

 

                                                  

 

 

                                                                                                                                                                                         

当ＪＡ管内には、切花、花壇苗、鉢物、花木と多種多様な花づくりに毎日励む農家さんが数多くおられます。 

そんな方々と栽培されている花を少しでも知っていただくために、地域特産のお花を紹介していきます。 

今回は静原の堀内眞治さんをお訪ねしました！ 

 

                                

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

  

キキョウ 

品種：キキョウ科キキョウ属 

栽培時期：4月～9月 

色：青、白、ピンク、紫 

花言葉：「永遠の愛」 

特徴：寒さに強い、枯れても根

が残るので毎年咲く 

堀内眞治さん 

栽培品種：パンジー、ビオラ、ハボタン、キキョウ、ペチュニア等 

栽培面積：約１ヘクタール（花と野菜を合わせて） 

就農きっかけ：北海道で酪農を営んだ後、実家のある京都で会社員とし

て働きながら、趣味で花を育て始めて、花農家へ転職さ

れたそうです。現在は花だけでなく約６０種類の野菜も

栽培されています。  

経営方針：住んでいる地域や自分の手に合う育てやすい花を作ること。

春に花を作らず少し時期をずらして作ること。 

嬉しかった時：イベントで直売をしていて「花がずっときれいで長持ち

した」という言葉をもらった時               

堀内さんは北部支店前の花壇を世話し

て下さっています。２か月に１回花が替

えられています。（写真：大原支店） 

ペチュニア 

品種：ナス科ペチュニア属 

栽培時期：4月～9月 

色：赤、白、ピンク、黄、紫など 

花言葉：「心の安らぎ」 

特徴：暑さに強い夏の花、水に弱い、

花びらが薄い 

花は鑑賞するだけではなく、昔のように花で遊

ぶ、例えばシロツメグサで花かんむりを作る、花

茎部分を絡ませて引っ張り合う草相撲をするな

ど小さいころから自然に触れる機会が増えてい

けばいいですね！ということを堀内さんは仰っ

ていました。 

写真：堀内さん 

ＪＡ京都中央 ２０２０年 6月 30日 №503 吉田 真依 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―ＴＡＣ information―  ホットプレートでお茶作り 


